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2019 年 6 月 13 日 
株式会社日立製作所 

特許情報提供サービス「Shareresearch」において、 

AI の活用で知的財産部門の業務効率化を実現する新機能を販売開始 
企業の知的財産部門が推進する IP ランドスケープの活用を支援 

 

株式会社日立製作所(執行役社長兼 CEO：東原 敏昭／以下、日立)は、このたび、業界シェアト

ップクラス*1 の実績を有する特許情報提供サービス「Shareresearch」(以下、シェアリサーチ)におい

て、AI を活用し知的財産部門の業務効率化を実現する新機能を、6 月 13 日から販売を開始しま

す。 
今回新たに追加した機能は、AI と日立の 30 年以上にわたる特許検索のシステム開発ノウハウを

活用して、特許公報*2 内に記載される課題の抽出作業や特許技術の分類を自動化するほか、他社

技術の出願動向を簡易な操作でマップ形式に可視化するものです。 
これらの機能を活用することにより、特許情報から自社の強み・弱みや他社動向を把握し、将来の

事業環境を迅速に分析することができ、また、特許情報の読解や抽出にかかる時間を短縮し、特許

業務の熟練度に関わらず分析作業の効率化を図ることが可能になります。これにより、知的財産デ

ータを活用した経営戦略の策定を図る IP ランドスケープ*3 推進の支援や調査担当者の働き方改革

の促進に寄与します。 
*1 日本国内の特許出願数上位 500 社におけるシェア。日立調べ。 
*2 特許公報：特許庁が発行する公報であり、主に特許権を取得した特許情報を公開する特許掲載公報と、出願中の特許情報を公開す

る公開特許公報がある。 
*3 IP ランドスケープ(intellectual property landscape)：自社や他社の知財を俯瞰的に分析し、将来の事業環境を予測することで経営

戦略を立案すること。 

 
近年、欧米の先進企業では、企業で抱える特許情報を分析し、経営戦略に活用する IP ランドス

ケープが急速に普及しており、知的財産の観点から、競合他社の動向や自社の強み、課題を顕在

化して、自社が注力すべき技術の判断に活用しています。 
国内の企業においても、事業のグローバルな競争が激化する中、IP ランドスケープへの注目が高

まるものの、人手による膨大な特許情報の分析には多くの工数を要し、急速に変化する市場環境に

合わせた迅速な対応が困難な状況となっています。また、業務内容の高度化に伴い業務量が増加

する一方で、昨今の働き方改革の機運の中、業務の効率化も求められています。 
 
今回、販売を開始する新機能は、課題の自動抽出や特許の自動分類、出願技術の動向のマップ

化により、これらの問題を解決し、経営判断などへの特許情報の活用や分析業務の効率化をサポー

トします。新機能の主な特長は、以下のとおりです。 
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1.課題を自動で抽出し、特許の内容把握を効率化する AI 読解支援機能 
特許公報の文章中には、課題とその解決手段が記載されています。特許分析・調査では、他社に

よる発明観点などの動向を把握するため、特許公報を検索し、特許内容が把握できる課題を、知的

財産部門などが人手で読解し抽出しています。しかしながら、特許公報に記載される課題は一般的

に長文で情報量が多いため当該箇所の把握に時間を要しています。AI 読解支援機能では、この抽

出作業において、AI と日立の文書解析技術のノウハウを適用することで、対象箇所を高精度に自動

抽出し、効率的に課題を把握することが可能となります。 
 

2.膨大な特許情報を高精度に分類する自動分類付与機能 
従来、知的財産部門は、特許公報に対し、独自に設定したコード（社内分類）を人手で付与して

いました。付与されたコードを検索時の絞込みに活用することで、製品企画時などにおいて、関連す

る特許調査が容易となります。本機能は、この分類作業に対して、AI と日立の文書解析技術のノウ

ハウを活用し、コードを自動的に付与し、高精度な特許分類を可能とするものです。なお、SDI*4 機

能で通知された特許公報においても本機能を活用できます。 
*4 SDI：Selective Dissemination of Information (情報の選択的配信)。特許情報の検索式をシステムに予め登録すると、検索式に該

当する新たな特許公報などが登録された際にユーザーに通知をする機能。 

 
3.特許出願技術の動向を可視化する技術マップ機能 

シェアリサーチで検索して得られた特許情報から、各特許出願技術の動向を、複雑な操作なく簡

単にマップ形式に可視化できます。具体的には、AI と特許専用の文書解析技術のノウハウによって

高精度に特許公報を読解・分析し、各特許がどのような技術・キーワードで成り立っているかをマップ

として可視化します。類似の特許はマップ上に近く配置するなど、他社の出願傾向を視覚的に把握

し、分析できるため自社の経営判断の一つの指標として活用できます。 
 

日立は、今後も、シェアリサーチのサービスメニューにおいて、AIを活用した新機能の開発を継続

し、企業の特許戦略や経営戦略の立案に貢献していきます。 
 
■価格と提供開始時期 

製品名 価格（税込） 提供開始時期 

特許情報提供サービス「Shareresearch」 
月額利用料  

30万円～*5 
提供済 

 AI 読解支援オプション 

個別見積 2019年6月13日  自動分類付与オプション 

 技術マップオプション 

*5 導入に際しては、管理用のサーバーに関する費用やシステム構築費用など、別途初期導入費用が必要。 
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■「日立知財ソリューションセミナー」の紹介について 

 今回発表した新機能は、2019 年 7 月 3 日(水)東京、7 月 9 日(火)大阪、7 月 12 日(金)名古屋で 
開催される「日立知財ソリューションセミナー」にてサービス内容を紹介します。

https://www.hitachi.co.jp/app/tokkyo/event.html 

■日立の特許情報提供サービス「Shareresearch」について 

 「Shareresearch」は、企業や研究機関などの知財部門や発明者などが Web ブラウザ上で国内

外特許情報を効率的に検索・閲覧し、グローバルな特許情報を迅速かつ効率的に収集するための

サービスです。発明提案から権利維持まで一連の特許業務を一元管理する知的財産管理システム

「PALNET/MC6(パルネット/エムシーシックス)」とともに、日立の知的財産本部のノウハウを活用し

て機能拡張を重ねています。 

http://www.hitachi.co.jp/app/tokkyo/sr/ 

■商標に関する表示 

記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 

■本件に関するお問い合わせ先 

株式会社日立製作所 公共システム営業統括本部 
カスタマ・リレーションズセンタ [担当:西本、向本、猿田] 
〒140-8512 東京都品川区南大井六丁目 23 番 1 号 日立大森ビル 
http://www.hitachi.co.jp/pchannel-inq/ 
 

以 上 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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